
生
山
学
園
の
同

窓
会
が
、
大
き

く
な
っ
て
、
新
し
い
組

織
で
再
発
足
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
こ

と
に
め
で
た
い
、
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
京
都
造
形
芸
術
大
学
の
よ
う
な

私
立
大
学
、
そ
れ
も
比
較
的
小
規
模
な
私
立

大
学
に
と
っ
て
は
、
卒
業
生
に
よ
る
同
窓
会
の

活
動
は
、こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
大
切
な
も
の
と

な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

同
窓
会
の
方
々
は
、
古
い
方
も
新
し
い
方

も
、
み
ん
な
誰
よ
り
も
よ
く
こ
の
大
学
の
こ

と
を
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
教
職
員
が
気
が

つ
か
な
い
で
い
る
こ
と
で
も
、よ
く
見
聞
き
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
経
験
と
、

卒
業
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
経
験
と
を
生

か
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
私
た
ち
の
大
学
に
活
発

な
御
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
御
自
分
の
所

属
し
た
学
科
や
コ
ー
ス
に
つ
い
て
で
も
、
大
学

全
体
の
教
育
方
針
や
施
設
に
つ
い
て
で
も
、ぜ

ひ
と
も
積
極
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
こ
の
私
た
ち
の
大
学
を
支

え
、
は
げ
ま
し
て
く
れ
る
一
番
の
熱
い
力
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
若
年
層
人
口
の
減
少

に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
き
び
し
く
な
る
大
学
間
の

競
争
の
な
か
で
、
ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ん
の
力
と

格
別
の
愛
情
と
を
支
え
と
し
て
、
大
学
の
内

実
を
充
実
さ
せ
、
実
力
と
名
声
を
さ
ら
に
も

向
上
さ
せ
て
、
京
都
の
芸
術
大
学
と
し
て
こ

の
大
学
に
与
え
ら
れ
た
独
自
の
使
命
を
全
う

し
て
ゆ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

通
信
教
育
部
卒
業
の
方
々
も
ふ
く
め
て
、

瓜
生
山
同
窓
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
国
内
の

隅
々
に
ひ
ろ
が
り
、
海
外
に
も
お
よ
ん
で
、

私
た
ち
の
大
学
を
温
か
く
熱
く
ゆ
る
や
か
に

包
ん
で
、こ
の
大
学
の
発
展
を
は
げ
ま
し
つ
づ

け
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
、
た
の
し

く
て
、
面
白
く
て
、
充
実
し
た
同
窓
会
と
な

り
ま
す
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
御
健
闘
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

平
成
14
年
4
月

京
都
造
形
芸
術
大
学
学
長
 芳
賀
 徹

平
成
14
年
4
月
1
日
、京
都
芸
術
短
期
大
学
・
京
都
造
形

芸
術
大
学
同
窓
会
が
合
体
し
、瓜
生
山
同
窓
会
が
走

り
出
し
ま
し
た
。

新
同
窓
会
と
し
て
今
回
、
初
の
同

窓
会
総
会
を『
瓜
生
山
同
窓
会
発
足

記
念
日
』と
銘
打
ち
、
会
員
の
皆

様
に
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
日
に
京
都
芸
術

短
期
大
学
閉
学
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
た
ま
た
ま

同
じ
日
に
開
催
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
大
学
、
同
窓
会
と
も
に
、
短

大
・
大
学
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
・
活

動
を
継
承
し
、
新
大
学
・
新
同
窓
会

へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
為
の
イ
ベ
ン
ト
と

位
置
づ
け
つ
つ
、
第
1
回
同
窓
会
総
会
、

閉
学
記
念
式
典
、
懇
親
会
の
3
部
構
成
で
開

催
い
た
し
ま
す
。

我
々
の
同
窓
会
と
母
校
の
門
出
の
日
に
沢
山

の
卒
業
生
に
ご
参
加
頂
き
た
く
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

第
1
部
　
瓜
生
山
同
窓
会
発
足
記
念
日

瓜
生
山
同
窓
会
主
催

日
　
時
　
平
成
14
年
6
月
30
日（
日
）

午
後
2
時
〜

場
　
所
　
瓜
生
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内

京
都
芸
術
劇
場
 春
秋
座

式
次
第
　
1
、
会
長
挨
拶

2
、
組
織
構
成

3
、
事
業
計
画
内
容

4
、
予
算
案
 

5
、
学
長
挨
拶

第
2
部
　
閉
学
記
念
式
典

大
学
主
催

時
　
間
　
午
後
3
時
〜

（
詳
細
は
別
紙
ご
案
内
を
ご
参
照
下
さ
い
。
）

第
3
部
　
懇
親
会

大
学
・
瓜
生
山
同
窓
会
主
催

時
　
間
　
午
後
4
時
半
〜

場
　
所
　
瓜
生
山
キ
ャ
ン
パ
ス
人
間
館

1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

※
な
お
、
総
会
及
び
懇
親
会
の
出
欠
確
認
を

同
封
の
葉
書
に
記
入
し
て
頂
き
、お
手
数
で
す

が
6
月
14
日（
金
）ま
で
に
ご
返
送
願
い
ま
す
。

生
同
窓
会
の
会

長
を
務
め
さ
せ

て
頂
く
、
造
形
大
洋
画

一
期
生
の
大
橋
で
す
。

私
は
京
都
生
ま
れ
の

京
都
育
ち
な
の
で
す
が
、
現
在
神
戸
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
新
生
同
窓
会
を
発
足
さ
せ

る
た
め
久
し
ぶ
り
に
京
都
に
何
度
も
出
向
い

て
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
の
で
す
が
、
や
は
り

歴
史
と
文
化
が
深
い
京
都
は
い
い
で
す
ね
。
仕

事
で
い
ろ
ん
な
土
地
を
訪
れ
ま
す
が
、
改
め
て

京
都
の
よ
さ
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
京
都
に
大
学
は
あ
り
、こ
の
大
学
を

背
景
に
同
窓
会
は
同
窓
会
会
員
の
皆
様
へ
の

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
場
の
提
供
と
情
報
発
信
を

進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

世
界
中
ど
こ
に
い
て
も
会
員
と
触
れ
合
え

る
よ
う
に
、
ま
た
出
会
え
る
よ
う
に
、
活
用

で
き
る
よ
う
に
い
ろ
ん
な
カ
タ
チ
で
同
窓
会

は
活
動
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
同
窓
会
に
期
待
し
て
下
さ
い
！

瓜
生
山
同
窓
会
　
会
長
　
大
橋
昌
幸
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瓜
生
山
同
窓
会
会
則

第
一
章
　
　
総
則

第
1
条
　
本
会
は
、瓜
生
山
同
窓
会
と
称
す
。

第
2
条
　
本
会
は
、事
務
局
を
京
都
市
左
京

区
北
白
川
瓜
生
山
2
-116

京
都
造
形
芸
術
大
学
内
に
置
く
。

第
3
条
　
本
会
は
、会
員
相
互
の
消
息
を
通

じ
る
と
共
に
親
睦
を
図
り
、更
に

母
校
の
発
展・芸
術
の
振
興
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
4
条
　
本
会
は
、前
条
の
目
的
を
達
す
る

た
め
、次
の
事
業
を
行
な
う
。

1
会
員
名
簿
の
作
成
及
び
管
理

2
会
報
の
発
行

3
在
学
生・卒
業
生
に
対
し
、

就
職
活
動・課
外
活
動
の
援

助
を
行
な
う
。

4
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に

必
要
と
す
る
活
動

第
二
章
　
会
員

第
5
条
　
京
都
芸
術
短
期
大
学
・
京
都
造

形
芸
術
大
学
を
卒
業
し
た
者
及

び
在
籍
し
た
者
で
、会
費
を
納
め
、

役
員
会
に
於
いて
承
認
を
得
た
者

を
正
会
員
と
す
る
。

第
6
条
　
京
都
芸
術
短
期
大
学
・
京
都
造

形
芸
術
大
学
の
教
職
員
及
び
旧

教
職
員
、幹
事
会
の
承
認
し
た
者

を
特
別
会
員
と
す
る
。

第
7
条
　
正
会
員
の
会
費
納
入
時
期
及
び

そ
の
額
は
別
に
定
め
る
。

第
三
章
　
役
員

第
8
条
　
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

会
　
長
　
1
名

副
会
長
　
2
名

会
　
計
　
1
名

書
　
記
　
1
名

監
　
査
　
1
名

幹
　
事
　
各
コ
ー
ス
よ
り
代
表
1
名
、補

佐
役
2
名
以
内

第
9
条
　
役
員
は
、役
員
会
を
組
織
し
会

務
を
処
理
す
る
。

第
10
条
　
会
長
・
副
会
長
は
総
会
に
置
い
て

会
員
よ
り
こ
れ
を
選
挙
し
、会

計・書
記
は
会
員
中
よ
り
会
長
こ

れ
を
委
嘱
す
る
。

第
11
条
　
監
査
は
任
期
満
了
し
た
本
会
役

員
中
よ
り
会
長
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

第
12
条
　
会
長
は
、本
会
を
代
表
し
会
務

を
統
括
す
る
。

第
13
条
　
副
会
長
は
、会
長
を
補
佐
し
会

長
事
故
あ
る
時
は
こ
れ
を
代
行

す
る
。

第
14
条
　
会
計
は
、本
会
の
経
理
を
掌
り
会

計
事
務
に
関
す
る
全
て
の
責
任
を

持
つ
。

第
15
条
　
書
記
は
、総
会
及
び
役
員
会
の
議

事
を
記
録
す
る
。

第
16
条
　
監
査
は
、会
計
事
務
に
関
す
る
全

て
の
監
査
責
任
を
持
つ
。

第
17
条
　
幹
事
は
幹
事
会
を
構
成
し
、総

会・
役
員
会
の
議
事
に
関
し
て
会

員
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、委

ね
ら
れ
た
決
議
権
の
行
使
に
よ
り

会
務
を
処
理
す
る
。

第
18
条
　
役
員
の
任
期
は
２
カ
年
と
す
る
。

但
し
再
選
を
妨
げ
な
い
。

第
19
条
　
本
会
は
、必
要
に
応
じ
て
相
談

役・顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章
　
事
務
局

第
20
条
　
本
会
の
事
務
局
は
京
都
造
形
芸

術
大
学
事
務
局
に
委
託
す
る
。

第
五
章
　
総
会

第
21
条
　
通
常
総
会
は
毎
年
1
回
会
長
こ

れ
を
召
集
す
る
が
、必
要
に
応
じ
て

臨
時
総
会
を
開
く
こ
と
がで
き
る
。

第
22
条
　
総
会
召
集
は
原
則
と
し
て
期
日

よ
り
1
カ
月
前
に
通
知
を
要
す
。

第
23
条
　
下
記
事
項
は
、こ
れ
を
通
常
総
会

に
提
出
し
そ
の
承
認
を
受
け
る

も
の
と
す
る
。

1

会
長
・
副
会
長
の
選
任

2

活
動
報
告
及
び
事
業
計
画

3

予
算
及
び
決
算

4

会
則
改
正
に
関
す
る
事
項

5

そ
の
他
役
員
会
に
於
い
て
必

要
と
認
め
た
る
事
項

第
24
条
　
総
会
決
議
は
出
席
幹
事
と
会
員

の
過
半
数
を
以
て
こ
れ
を
決
議
す

る
。
但
し
、会
則
の
変
更
は
出
席

幹
事
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意

を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
25
条
　
会
員
は
書
面
を
以
て
総
会
に
於
け

る
決
議
権
の
行
使
を
各
コ
ー
ス
代

表
幹
事
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
決
議
権
の
行
使
を
幹
事
に
委

任
し
た
者
は
出
席
者
と
見
な
す
。

第
26
条
　
総
会
で
の
議
事
録
は
、こ
れ
に
議

長
及
び
会
員
中
よ
り
2
名
が
署

名
捺
印
し
、本
会
の
本
部
に
備
え

る
も
の
と
す
る
。

第
六
章
　
資
産
・
会
費
及
び
会
計

第
27
条
　
本
会
の
資
産
は
、終
身
会
費
・
寄

付
金・物
品
その
他
の
収
入
と
す
る
。

第
28
条
　
正
会
員
は
本
会
の
終
身
会
費

三
万
円
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
29
条
　
既
納
の
会
費
は
如
何
な
る
理
由

が
あ
って
も
返
還
し
な
い
。

第
30
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
4
月
1
日

に
始
ま
り
、翌
年
3
月
31
日
に
終

わ
る
。

第
31
条
　
本
会
の
資
産
は
会
長
が
管
理
し
、

現
金
は
役
員
会
の
承
認
を
経
て

会
長
が
事
務
局
に
委
嘱
す
る
。

第
七
章
　
雑
則

第
32
条
　
本
会
会
則
の
執
行
に
つい
て
の
細

則
は
、総
会
及
び
役
員
会
の
決
議

を
経
て
別
に
定
め
る
。

第
33
条
　
会
員
が
本
会
会
則
そ
の
他
の
規

則
を
遵
守
せ
ず
、又
本
会
の
名
誉

を
著
し
く
毀
損
す
る
行
為
が
あっ

た
と
き
は
、役
員
会
の
決
議
を
以

て
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
34
条
　
会
員
は
次
の
理
由
に
よ
り
そ
の
資

格
を
失
う
。

1

死
亡
し
た
と
き
。

2

除
名
さ
れ
た
と
き
。

第
35
条
　
会
員
は
、そ
の
住
所
氏
名
を
変
更

し
た
と
き
は
速
や
か
に
こ
れ
を
事

務
局
に
通
知
し
な
け
れば
な
ら
ない。

補
足

本
会
則
は
平
成
14
年
2
月
10
日
に
発
足
し
、

平
成
14
年
4
月
1
日
よ
り
こ
れ
を
施
行
す
る
。

●
　
細
則

○
　
会
費
の
徴
集
時
期
に
ついて
は
、通
学
部

の
4
学
年
度
学
費
納
入
時
、通
信
教

育
部
は
卒
業
判
定
後
と
す
る
。

瓜
生
山
同
窓
会
会
則



本
会
で
は
創
作
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
会
員
が
個
展
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ

展
を
開
催
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
援
助
規
定
に
つ
い
て
は
、
新
同
窓
会

の
発
足
に
伴
い
下
記
の
通
り
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
申
請
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
資
格

1
．
瓜
生
山
同
窓
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。

（
京
都
造
形
芸
術
大
学
・
京
都
芸
術
短
期
大
学
の

卒
業
生
で
、か
つ
同
窓
会
費
を
納
付
し
てい
る
者
）

2
．
申
請
等
、所
定
の
手
続
き
を
期
日
ま
で
に
完
了
し
、

会
長
の
決
裁
を
受
け
る
こ
と
。

3
．
展
覧
会
終
了
後
、レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
。

※
備
考

①
京
都
造
形
芸
術
大
学
お
よ
び
そ
の
関
連
団
体
が
実

施
す
る
援
助
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
本
会
の
制
度

に
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。（
学
外
の
援
助
制
度
と

の
併
用
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
援
助
の
申
請
資
格
は
二
年
度（
4
月
1
日
〜
翌
々

年
3
月
31
日
）に
対
し
て
一
回
の
み
と
し
ま
す
。

③
当
初
予
算
枠
を
超
過
し
た
時
点
で
、
当
該
年
度

の
援
助
制
度
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

◇
援
助
金
額

展
覧
会
の
人
数
及
び
本
会
会
員
の
構
成
比
率
に
よ
っ

て
援
助
率
が
異
な
り
ま
す
．

【
計
算
方
法
】

①
会
場
使
用
料
、
案
内
状（
D
M
）作
成
費
、
案
内
状

郵
送
費
の
合
計
額
に
対
し
て
、

・
個
展
　
　
25
％
援
助

（
た
だ
し
、上
限
を
3
万
円
と
す
る
）

・
2
人
展
　
20
％
援
助

（
た
だ
し
、上
限
を
3
万
円
と
す
る
）

・
3
人
展
　
15
％
援
助

（
た
だ
し
、上
限
を
3
万
円
と
す
る
）

・
4
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
展
　
10
％
援
助

（
た
だ
し
、上
限
を
3
万
円
と
す
る
）

②
会
員
以
外
の
方
と
グ
ル
ー
プ
展
を
開
く
場
合
、
①

の
算
出
金
額
に
会
員
構
成
比
率
を
乗
じ
る
も
の

と
し
ま
す
．

※
算
出
例
：
5
名
の
グ
ル
ー
プ
展（
う
ち
会
員
3
名
）

で
、
経
費
が
計
20
万
円
で
あ
っ
た
場
合

20
万
円
×
10
％（
4
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
展
）×

60
％（
会
員
比
率
）＝
1
万
2
千
円

③
最
終
的
に
算
出
さ
れ
た
金
額
の
う
ち
、
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
と
し
ま
す
。

◇
申
込
手
続

1
．
「
援
助
申
請
書
」「
構
成
者
名
簿
」の
必
要
事

項
に
記
入
・
捺
印
し
、D
M
2
部
を
添
付
し
て
会

期
1
ケ
月
前
ま
で
に
同
窓
会
事
務
局
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。（
郵
送
も
可
）

2
．
申
請
の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
事
前
審
査
を
行

い
、
認
可
が
下
り
れ
ば
援
助
対
象
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
援
助
の
可
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
申

請
者
に
は
審
査
結
果
を
回
答
し
ま
す
。

3
．
会
期
終
了
後
、会
場（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
）使
用

料
、
案
内
状
作
成
費
、
案
内
状
郵
送
費
の
領
収

書
を
提
出
し
て
下
さ
い（
コ
ピ
ー
可
）
。
ま
た
、

展
覧
会
の
趣
旨
や
会
場
の
様
子
な
ど
を
四
百
字

程
度
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
写
真（
会
場
や

作
品
等
）と
と
も
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

◇
申
請
窓
口

〒
6
0
6
‐
8
2
7
1

京
都
市
左
京
区
北
白
川

瓜
生
山
2
‐
1
1
6

瓜
生
山
同
窓
会
事
務
局

T
E
L

0
7
5
‐
7
9
1
‐
9
1
2
2

F
A
X

0
7
5
‐
7
9
1
‐
8
2
4
6

e-m
ail
dosokai@
kca.kyoto-art.ac.jp.

旧
京
都
芸
術
短
期
大
学
の
同
窓
会
H
P
と

し
て
開
設
し
、は
や
4
年
。
現
在
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
数
は
、
約
3
万
人
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
4
月
か
ら
は
瓜
生
山
同
窓
会
の
H
P

と
し
て
ひ
き
つ
づ
き
み
な
さ
ん
へ
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
同
窓
生
や
在
学
生
の
み
な
さ
ん

の
コ
ミ
ュニ
ティ
ー
の
場
と
な
る
よ
う
内
容
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
W
hat's
new
!（
新
着
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら
）

●
同
窓
会
事
務
局（
H
P
上
の
事
務
局
）

役
員
・
幹
事
の
紹
介
／
同
窓
会
活
動
報
告
／
大
学
で

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

●
掲
示
板（
同
窓
生
の
活
動
報
告
・
情
報
交
換
の
ペ
ー
ジ
）

書
込
み
ボ
ー
ド
／
展
覧
会
情
報
／
各
コ
ー
ス
同
窓
会

H
P
への
リ
ン
ク
な
ど

●
バ
ー
チ
ャ
ル
展
覧
会（
こ
こ
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ル
ー
ム
）

同
窓
生
・
先
生
方
の
作
品
を
紹
介

●
S
H
O
P

●
リ
ン
ク（
大
学
関
係
H
P
一
覧
／
芸
術
関
係
H
P
な
ど
）

※
バ
ー
チ
ャ
ル
同
窓
会
で
は
、バ
ナ
ー
広
告
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
H
P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

特
別
事
業
を
含
む
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

5
月
中
旬
　
会
報
誌
発
行

6
月
30
日
　
新
同
窓
会
発
足
記
念
日

（
総
会
）in
春
秋
座

（
※
短
大
閉
学
式
併
催
）

6
月
中
　

バー
チ
ャ
ル
同
窓
会
リ
ニュー
ア
ル

8
月
3
日
　
東
京
同
窓
会

10
月
頃
　

キ
ャ
ラ
バン
同
窓
会

（
静
岡
、名
古
屋
、福
岡
他
全
10

都
市
を
予
定
）

そ
の
他
　
　
各
コ
ー
ス
分
科
会

12
月
上
旬
　
中
間
報
告
会

翌
年
1
月
　
幹
事
会

●
活
動
体
制
に
つ
い
て

役
員
会
　
適
宜

幹
事
会
　
通
常
年
3
回
。

本
年
度
は
通
常
幹
事
会
を
含
め
、

総
会
・
中
間
報
告
会
・
次
年
度
予

算
案
会
議
の
4
回
と
す
る
。

東
京
支
部
立
ち
上
げ
　
等

●
平
成
14
年
度
事
業
計
画
案

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
強
化
を
軸
に
左
記
の
よ
う

な
事
業
を
開
催
す
る

1
、
会
報
誌
の
発
行

2
、
会
員
名
簿
の
作
成
及
び
管
理

3
、
総
会
・
同
窓
会
の
開
催

4
、O
B
展
援
助

5
、
そ
の
他

●
平
成
14
年
度
特
別
事
業
に
つ
い
て

○
新
同
窓
会
発
足
記
念
日

京
都
造
形
芸
術
大
学
・
京
都
芸
術
短
期

大
学
両
同
窓
会
合
体
後
初
の
大
同
窓
会

総
会
。

○
キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会

本
年
度
8
月
東
京
を
皮
切
に
、
全
国
10

箇
所
を
予
定
し
地
域
懇
親
会
を
開
催
。

○
コ
ー
ス
別
事
業
に
つ
い
て

新
同
窓
会
発
足
初
年
度
の
特
別
事
業
と

し
て
コ
ー
ス
別
事
業
に
対
す
る
援
助
を

設
け
る
。

企
画
・
運
営
は
各
コ
ー
ス
幹
事
を
中
心
と

し
、
研
究
室
の
ご
協
力
の
も
と
企
画

し
、
同
窓
会
に
申
請
す
る
。
申
請
し
た

コ
ー
ス
に
援
助
を
行
う
。（
例
と
し
て
親

睦
会
、
展
覧
会
、
記
念
誌
の
発
行
等
）

※
援
助
金
に
関
す
る
次
年
度
の
繰
り
越

し
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
平
成
14
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

○
特
別
事
業
内
訳
と
し
て
　
　

記
念
日
式
典（
総
会
）

コ
ー
ス
別
事
業
援
助

キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会
　
等

平
成
14
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

総資産（短大・大学総合算） ¥54,000,000
支出 会報発行費 ¥1,300,000

会報作成費 ¥500,000
ＯＢ展援助費 ¥900,000
バーチャル同窓会 ¥500,000
写真事業費 ¥800,000
事務用品費 ¥200,000
設備費 ¥500,000
通信費 ¥80,000
特別事業費 ¥2,000,000
役員会・幹事会費 ¥320,000
予備費 ¥710,000

合　計 ¥7,810,000

平成14年度 OB・OG展援助制度について

瓜生山同窓会◆http://www.cyber.kyoto-art.ac.jp/raunge/doso/doso.shtml
公式サイト◆http://www.kyoto-art.ac.jp/ より「卒業生のみなさん」をクリック

平成14年度 予算案



瓜
生
山
同
窓
会
　
役
員
一
覧

〈
役
　
員
〉

会
　
長
　
　
　
　
　
大
橋
　
昌
幸

（
京
都
造
形
芸
術
大
学
・
洋
画
コ
ー
ス
1
期
生
）

副
会
長
　
　
　
　
　
目
良
　
義
夫

（
京
都
芸
術
短
期
大
学
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
9
期
生
）

〃
　
　
　
　
　
　
早
野
　
素
子

（
京
都
造
形
芸
術
大
学
・
彫
刻
コ
ー
ス
1
期
生
）

書
　
記
　
　
　
　
　
高
橋
聡
之
輔

（
京
都
造
形
芸
術
大
学
・
洋
画
コ
ー
ス
1
期
生
）

会
　
計
　
　
　
　
　
内
垣
　
由
香

（
京
都
芸
術
短
期
大
学
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
17
期
生
）

監
　
査
　
　
　
　
　
藤
原
　
博
子

（
京
都
造
形
芸
術
大
学
通
信
教
育
部
・

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
1
期
生
）

〈
幹
　
事
〉

【
京
都
造
形
芸
術
大
学
卒
業
生
】

山
本
　
慶
太（
芸
術
学
コ
ー
ス
4
期
生
）

長
谷
川
雅
啓（
文
化
財
科
学
コ
ー
ス
5
期
生
）

田
島
　
周
吾（
日
本
画
コ
ー
ス
3
期
生
）

山
下
　
雅
己（
洋
画
コ
ー
ス
1
期
生
）

菱
田
　
太
郎（
彫
刻
コ
ー
ス
2
期
生
）

中
田
　
　
泉（
情
報
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
期
生
）

富
家
　
裕
久（
環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
期
生
）

松
居
　
朋
樹（
通
信
教
育
部
陶
芸
コ
ー
ス
1
期
生
）

【
京
都
芸
術
短
期
大
学
卒
業
生
】

内
藤
　
邦
博（
日
本
画
コ
ー
ス
13
期
生
）

山
本
　
芳
正（
洋
画
コ
ー
ス
3
期
生
）

永
岡
　
　
圭（
陶
芸
コ
ー
ス
20
期
生
）

志
村
　
徹
也（
染
織
テ
キ
ス
タ
イ
ル
コ
ー
ス
13
期
生
）

小
川
多
佳
子（
美
学
美
術
史
コ
ー
ス
7
期
生
）

長
谷
川
　
浩（
フ
ァッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
期
生
）

渡
部
　
隆
志（
ビ
ジ
ュア
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
10
期
生
）

長
谷
川
知
美（
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
20
期
生
）

片
石
　
高
幸（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
4
期
生
）

新
垣
　
亘
洋（
映
像
コ
ー
ス
16
期
生
）

小
林
　
　
博（
立
体
コ
ー
ス
13
期
生
）

〈
バ
ー
チ
ャ
ル
同
窓
会
管
理
者
〉

笠
木
と
も
子（
京
都
芸
術
短
期
大
学
・ビ
ジ
ュア
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
13
期
生
）

学
生
時
代
を
謳
歌
し
た
京
都
を
離
れ
、
い
ま
や
日
本
全
国
・
そ
し
て
海
外
に
ま
で
も
多

方
面
で
御
活
躍
の
会
員
を
有
す
る
大
き
な
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
14
年
度
新
た
に
発
足
し
た
瓜
生
山
同
窓
会
の
特
別
事
業
と
し
て
、
全
国
10
都
市
を

予
定
と
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
同
窓
会
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

懐
か
し
い
同
窓
生
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ま
た
瓜
生
山
に
学
ん
だ
御
縁
を
介
し
新
た
な

人
の
輪
が
出
来
ま
す
よ
う
、
主
催
者
一
同
大
き
な
期
待
を
胸
に
多
数
の
御
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

今
夏
、東
京
に
て
独
占
封
切
興
行
！

〈
東
京
同
窓
会
〉

日
時
：
平
成
14
年
8
月
3
日（
土
）

午
後
6
時
〜
9
時

場
所
：
ス
パ
イ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン

（
東
京
都
港
区
南
青
山
）

内
容
：
先
生
方
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
。
ま

た「
混
沌
か
ら
躍
り
出
る
星
た
ち
2

0
0
2
」展（
下
記
参
照
）を
併
催
。

参
加
希
望
者
は
同
封
の
葉
書
に
て
、
総
会

出
欠
と
あ
わ
せ
て
6
月
14
日
〆
切
ま
で
に
ご

返
答
下
さ
い
。

※
そ
の
他
地
方
の
開
催
日
程
等
詳
細
は
、今

年
8
月
頃
別
紙
に
て
御
案
内
予
定
で
す
。

〈「
混
沌
か
ら
躍
り
出
る
星
た
ち
2
0
0
2
」展
〉

会
期
：
8
月
2
日（
金
）〜
10
日（
土
）

午
前
11
時
〜
午
後
8
時

会
場
：
ス
パ
イ
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン

（
東
京
都
港
区
南
青
山
）

出
品
：
招
待
作
家（
O
G
）4
名
、

卒
業
・
修
了
制
作
選
抜
10
名（
学
部

6
、通
信
教
育
部
2
、大
学
院
2
）

（
招
待
作
家
）

・
秋
山
さ
や
か（
短
大
・
洋
画
卒
）

…
コ
ン
セ
プ
チ
ュア
ル
ア
ー
ト

・
宇
野
亜
由
美（
短
大
・
ビ
ジ
ュア
ル
卒
）

…
漫
画
家

・
た
け
む
ら
千
夏（
大
学
・
情
報
Ｄ
卒
）

…
写
真

・
井
上
亜
梨
沙（
情
報
Ｄ
卒
、大
学
院
・Ｍ
2

在
学
中
）

…
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

以
上
。

上
記
会
期
中
、
招
待
作
家
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

等
実
施
。
先
生
方
も
多
数
ご
来
場
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
：
東
京
事
務
所

T
E
L
：
0
3̶
5
6
5
2̶
0
5
7
1

http://w
w
w
.kyoto-art.ac.jp/̃
tokyo/

子供の城 紀ノ国屋 みずほ銀行

東京三菱銀行

青山学院大学

B1

B3

交番

表
参
道
交
差
点

青
山
通
り（
Ｒ
２
４
６
）

至
新
宿

至赤坂至渋谷

spiral：地図
東京都港区南青山5-6-23
TEL：03-3498-1171　URL：http://www.spiral.co.jp/
営団地下鉄銀座線・半蔵門線・千代田線「表参道駅」下車B1出口前

京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
関
東
地
区
に

お
け
る
通
信
教
育
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
、
京
都

の
文
化
芸
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
一
般
公
開
講
座
な
ど

を
開
講
す
る
拠
点
と
し
て
平
成
13
年
4
月
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

場
所
は
、
営
団
地
下
鉄
人
形
町
駅
か
ら
徒
歩
3
分

の
人
形
町
通
り
に
面
し
た
9
階
建
の
ビ
ル
の
1
階
か

ら
4
階
ま
で
で
、
広
さ
は
計
210
坪
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

80
人
収
容
の
教
室
2
つ
と
130
人
収
容
の
教
室
が
1

つ
、25
人
収
容
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー
ム
が
2
つ
と
、
そ

し
て
1
階
は
小
さ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
も
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
ティ
ー・ス
ペ
ー
ス
と
事
務
所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

関
東
地
区
で
活
躍
す
る
同
窓
生
の
作
品
展
示
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
し
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
訪
問

も
歓
迎
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
中
を
の

ぞ
い
て
み
て
下
さ
い
。

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
1
‐
8
‐
13

T
E
L
：
0
3
‐
5
6
5
2
‐
0
5
7
1

オ
ー
プ
ン
時
間

9
時
00
分
〜
17
時
00
分

（
17
時
以
降
に
利
用
希
望
の
方
は
予
め
お
電

話
下
さ
い
）

東

3

至岩本町至木場 7

至
茅
場
町

至
日
本
橋

至
森
下

至
浜
町

水
天
宮

A5

A4
東
京
三
菱
銀
行

東
京
シ
テ
ィ

信
用
金
庫

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

C
AFE VELO

G
E

東京サテライト
キャンパス

水天宮駅 人形町駅


